
 
                                           

1 

NY マーケットレポート（2016 年 10 月 10 日） 
 

NY 市場では、米国が Columbus Day（コロンブスデー）のため一部市場が休場となり、米国の主要な経済指標の発表がないものの、

欧米の株価や原油価格の上昇を背景に、円売りが優勢となった。そして、米国の年内利上げ観測が意識されたことで、ドルは主

要通貨に対して堅調な動きとなった。なお、米金利先物市場における 12 月の米国の利上げ確率は 68.3％（先週末 64.3％）まで

上昇している。また、英国の EU 離脱に伴う経済リスクが引き続き意識され、英ポンドは、主要通貨に対してやや上値の重い動き

が続いた。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

米国市場は、Columbus Day（コロンブスデー）のため一部市場が休場 

 

Columbus Day（コロンブスデー）とは、1492 年に北アメリカ大陸にクリストファー・コロンブスが到着したことを記念する祝日。ネバ

ダ州、ハワイ州を除くアメリカ合衆国のほとんどの州で休日となる。コロンブスデーは 10 月の第 2月曜日となっている。 

 

 

21：35 

≪ 要人発言 ≫ 

プーチン大統領 

 

・「ロシアは増産凍結、もしくは減産の用意がある」 

 

ロシアのプーチン大統領は、イスタンブールで開かれた WEC（世界エネルギー会議）に出席し、OPEC が 11 月に生産枠の上限設定で合意

することをロシアは希望しており、その決定を支持する用意があると表明した。ロシアは信頼できるエネルギー供給国であり続けると

も語った。 

 

 

 

ECB 公的部門購入プログラム 

           10 月 7日・ 9 月 30 日・ 9 月 23 日・9月 16 日・ 9 月 9日・ 9 月 2日  

公的部門・・・・・・・10793.2・・10612.4・・10497.0・・10342.9・・10183.3・・10019.5 

資産担保証券 ABS・・・・208.1・・・206.7・・・202.7・・・203.2・・・201.7・・・201.4 

カバード債・・・・・・ 1949.3・・ 1943.0・・ 1938.7・・ 1930.1・・ 1915.3・・ 1907.4 

（億ユーロ） 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、原油相場の上昇が好感され、資源株を中心に幅広い銘柄が買われ、主要株価は堅調な動きとなった。 

 

 
出所：Bloomberg 
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≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 8.50 ドル高の 1オンス＝1260.40 ドルで取引を終了した。 

 

NY 金は、前週末までの相場下落で、値頃感が出たことや、原油価格の上昇を受けて買いが先行した。ただ、前日の米大統領選の第 2回

候補者討論会で民主党クリントン氏が優勢だったとの見方が伝わり政策の先行き不透明感が後退したことで、比較的安全な資産とされ

る金を売る動きも出て、上値の重い動きが続いた。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 1.54 ドル高の 1バレル＝51.35 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、ロシアのプーチン大統領が OPEC と生産調整で協力する用意があると表明したとの報道を受けて、供給過剰が解消に向かい

原油価格が上昇するとの期待が高まった。終値ベースでは、昨年 7月中旬以来約 1年 3ヵ月ぶりの高値となった。 

 

 
出所：Bloomberg 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、欧州主要株価が堅調な動きとなったことや、原油価格が約 4 ヵ月ぶりの高値圏に値上がりしたことを受けて、主要株価

は堅調な動きとなった。また、前日の米大統領選の第 2 回討論会で、相対的に政策に安定感があるクリントン氏が優勢だったとの報道

も、買い安心感につながった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前週末比 159 ドル高まで上昇したものの、その後は 

上値の重い動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国の祝日で一部市場が休場となり、主要な経済指標の発表もない中、欧米の株価や原油価格の上昇を材料に、円売

りが優勢となり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。午後には、株価の上値が重い動きとなったことなどを受けて、上値の重い

動きとなった。 

 

 
出所：総合分析チャート 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


